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図書館から 本のお知らせ

言葉の還る場所で
谷川俊太郎　著
俵万智　著
　東京と宮崎という距離を超えてオ
ンラインで語り合った対談。　　　
　詩と短歌の表現上の相違点、言葉
と社会のつながり、言葉と音楽、詩
や短歌の翻訳について思うこと、俵
万智さんが答える谷川俊太郎伝説の
「33の質問」などを収録。

その本は　
ヨシタケシンスケ　著　　　　　　
　　又吉直樹　著
　芸人で芥川賞作家の又吉直樹さん
と絵本作家ヨシタケシンスケさんの
それぞれが描く「その本」は、笑い
あり涙あり感動ありの１冊。

ひかりの針がうたふ
黒瀬珂瀾　著
　浄土真宗本願寺派の僧籍を
持ち、富山市の願念寺の住職
である黒瀬氏の第4歌集。　
第26回若山牧水賞受賞作品。
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お寄せいただいた意見について回答をいたします。

　鉄道跡地に莫大な予算を使っての公園化にどんな未来があるのでしょうか？その他にも主に観光業に力を入れていますが、高千穂に観光に来
るにも景観の保持という面では農林業にも力を入れることが今以上に必要になってくると考えています。

　観光の目玉としてトロッコに乗っても、後継者不足や農家の高齢化それに伴う離農で耕作放棄地や作業が追いつかず荒れた農地も確実に増え

てきます。それでもなお観光業に力を入れ、絶対に鉄道公園化事業は大事なものなんでしょか？　（ペンネーム：きいてください　60代・女性）

お便りありがとうございます

町長より
　ご意見、ご質問をいただきありがとうございます。

　お問い合わせの鉄道公園化構想につきましては、従来通りの事業手法で整備・運営を行うか、民間事業者と連携して整備・運営を行

うかなど、どの様な事業推進が財政負担を最小限にでき、かつ効果をあげていけるのか現在検討を進めている状況です。延岡駅を起点

とし、槇峰～日之影間の開業が昭和14年、難工事の末に高千穂駅まで延伸できたのは昭和47年7月のことでした。高千穂鉄橋は、かつ

て「この高千穂の地まで鉄道を」と、長い年月をかけ運動を続けた証しであり、昭和47年にやっと高千穂駅までの延伸を成し遂げたシン

ボルでもあります。高千穂鉄道の施設と、当時の地域の熱い思いを未来にも引き継いでいきたい、可能な限り残したいと考えております。

しかし、保存するためだけに大きな投資はできませんので、観光資源として有効利活用し、収益を得ることで投資を回収する仕組みを構

築したいと考えております。ご指摘の通り、素晴らしい棚田の景観を守り、農地を守ること、また農業後継者を育成することは大変重要

なことであり、世界農業遺産の認定で認められた複合的な農林業の仕組みを維持していくことは、町が力を入れて取り組むべき重要な施

策であると認識しております。農業分野においては、中山間地域等直接支払交付金や多面的機能交付金、また県の事業や町の単独助成

事業など、JAとも意見を交わしながら農業を守る、また農地を守るための支援を行っているところです。今後も、現在実証中のスマート農

業の横展開を検討するほか、移住と新規就農を合わせて支援する「高千穂ファーマーズスクール」などの事業を進めてまいります。

また、この鉄道公園化構想は、観光振興を図ることはもちろんですが、若い世代の仕事を創る雇用創出や、農家の皆さんの所得向上を

図るための仕組みなども検討しております。若い世代の雇用の場が創出できれば、兼業にて農業にも従事でき、半農半Xという形態で若

い世代が少しでも地元に残り、人口の維持と地域活性化につながるものと考えます。

高千穂鉄橋を残すことで直接的に農地は守れないかも知れませんが、高千穂のファンになってもらい高千穂にお金を落としてもらうこと、

ふるさと納税等のきっかけとなり、間接的に農業振興に協力してもらうというつながりも期待されます。

今後とも、この鉄道公園化構想につきましては、観光振興だけでなく、雇用の場や関係人口の創出、また周辺地域の皆さま方との連携

による地域振興など、波及効果が見込める公園として、民間事業者との連携や採算性の部分など十分な検討を行い、慎重に進めていき

たいと考えますので、ご理解賜りますようお願い申し上げます。


